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Ｊ
Ａ
い
し
か
り
役
員
作
況
調
査
実
施

ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

　9
月
9
日
、
役
員
と
関
係
職
員
に
よ
る
作
況
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　本
年
度
の
作
況
調
査
で
は
、
花
畔
地
区
に
本
年
よ
り
新
規
就
農
さ
れ
た
遊
佐

宏
文
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
の
生
産
状
況
を
視
察
し
た
後
、
笹
川
努

さ
ん
の
水
稲
圃
場
に
て
乾
田
直
播
試
験
圃
の
試
験
状
況
と
作
況
に
つ
い
て
普
及

セ
ン
タ
ー
北
部
支
所
の
佐
々
木
専
門
指
導
普
及
員
よ
り
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。　そ

の
後
、
現
在
建
設
中
の
米
麦
セ
ン
タ
ー
保
管
倉
庫
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
に
て
青
果
物
の
共
撰
出
荷
状
況
、
支
援
セ
ン
タ
ー
試
験
農
場
で
の
取
組

み
状
況
と
今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
の
新
規
事
業
で
あ
る
「
石
狩
漬
け
」
の
加
工
施
設

を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
今
年
か
ら

本
格
的
な
栽
培
を

行
っ
て
い
る
加
工

向
け
農
産
物
で
あ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
圃

場
と
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
用
の
馬
鈴
薯
圃

場
を
視
察
し
、
今

後
の
当
地
域
へ
の

作
付
定
着
化
に
向

け
た
作
物
と
し
て

の
生
産
性
や
栽
培

状
況
に
つ
い
て
概

要
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
年
度

の
事
業
、
生
産
、

振
興
作
物
と
し
て

の
期
待
が
よ
り
一

層
高
ま
っ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

米
麦
乾
燥
施
設
絶
賛
稼
働
中

　7
月
の
秋
小
麦
の
受
け
入
れ

か
ら
始
ま
っ
た
米
麦
乾
燥
調
製

施
設
の
稼
働
も
あ
と
少
し
と
な

り
ま
し
た
。

　小
麦
に
つ
い
て
は
7
月
中
旬

よ
り
受
入
を
開
始
し
、
刈
り
取

り
中
盤
の
雨
に
よ
り
小
麦
の
品

質
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
秋
小
麦
3
0
7
8
ｔ
春
小

麦
8
0
2
ｔ
全
量
１
等
に
て
検

査
合
格
し
、
昨
年
に
つ
い
で
過

去
2
番
目
の
製
品
出
来
高
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
早
期

出
荷
や
受
入
時
間
の
変
更
な
ど

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
は
9
月
下
旬
よ
り
受
入
を
開
始
致
し
ま
し
た
が
、
天
候
不
順
で
な
か
な
か

刈
り
取
り
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
中
旬
に
は
ほ
ぼ
受
入
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
品
質
・

収
量
と
も
に
茎
数
不

足
が
影
響
し
て
か
前

年
よ
り
は
高
タ
ン
パ

ク
と
な
り
、
若
干
の

収
量
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
す
が
製
品
出
来

高
4
万
3
千
俵
を
目

標
に
現
在
作
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

笹川努さん水稲圃場にて



年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

　9
月
30
日
、
石
狩
市
樽
川
の
「
い
し
か
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
に
て
会
員
11

名
が
参
加
の
も
と
、
年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
日
頃
か
ら
プ
レ
ー
し
て
い
る
方
や
久
し
ぶ
り
に
プ
レ
ー

す
る
方
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
気
持
ち
良
い
汗
を
か
い
て
プ

レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
1
位
に
中
田
守
さ
ん
、
2
位
に
山
口
政
春

さ
ん
、
3
位
に
小
川
美
智
子
さ
ん
で
し
た
。

　今
年
度
は
ご
都
合
が
合
わ
ず
、
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
来
年

は
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
頂
け
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　尚
、
年
金
友
の
会
で
は
新
会
員
を
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　年
金
を
こ
れ
か
ら
受
給
さ
れ
る
方
や
当

Ｊ
Ａ
口
座
に
指
定
替
え
さ
れ
た
方
は
、
是

非
、
入
会
さ
れ
ま
し
て
旅
行
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
で
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ

う
。
ご
希
望
の
方
は
本
支
店
金
融
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

資
産
運
用
部
会
視
察
研
修
会
開
催

　資
産
運
用
部
会
視
察
研
修
が
10
月
13

日
、
14
日
に
会
員
18
名
参
加
の
下
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
新
港
の
ホ

ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
を
見
学
し

た
後
、
小
樽
市
に
あ
る
ニ
ト
リ
小
樽
芸

術
村
を
訪
問
し
、
昼
食
後
ニ
セ
コ
ミ
ル

ク
工
房
・
旧
大
滝
村
の
三
段
滝
・
き
の

こ
王
国
に
立
ち
寄
り
、
宿
泊
先
の
緑
の

風
リ
ゾ
ー
ト
（
北
湯
沢
）
に
無
事
到
着

し
ま
し
た
。

　夕
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
で
は
、
茎
津

理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
で
あ
る
Ｊ
Ａ
大

江
信
用
担
当
理
事
兼
花
畔
支
店
長
の
祝

辞
、
系
統
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
及
び
ホ
ク

レ
ン
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
吉
田
副

理
事
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
参
加
者
一

同
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

　2
日
目
は
、
苫
小
牧
市
の
大

和
ハ
ウ
ス
賃
貸
住
宅
分
譲
地
を

視
察
し
、
昼
食
後
、
千
歳
市
の

岩
塚
製
菓
直
売
所
に
て
買
い
物

を
満
喫
し
た
後
、
災
害
の
疑
似

体
験
が
で
き
る
千
歳
防
災
セ
ン

タ
ー
そ
な
え
ー
る
を
訪
問
し
、

地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
て
過
去

に
起
き
た
8
種
類
の
大
地
震
の

揺
れ
を
実
際
に
体
験
す
る
な
ど

防
災
に
対
す
る
学
習
を
し
、
2

日
間
の
視
察
研
修
を
無
事
に
終

了
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

中村組合長より1位の中田守さんへ記念品の授与プレーを楽しむ伊東和子さん

秋晴れでパークゴルフを思う存分楽しみました

茎津理事長の挨拶
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ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

　Ｊ
Ａ
青
年
部
が
振
興
作
物
事
業
と
し
て
平
成
23
年
度
よ
り
作
付

け
し
て
い
る
「
さ
つ
ま
い
も
」
を
原
料
に
し
た
芋
焼
酎
が
Ｊ
Ａ
い

し
か
り
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
で
10
月
15
日
販
売
開
始
し
ま
し

た
。　米

麹
に
石
狩
産
の
な
な
つ
ぼ
し
を
使
い
、
さ
つ
ま
い
も
は
「
黄

金
千
貫
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　ネ
ー
ミ
ン
グ
は
青
年
部
が
芋
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
農
業

談
義
を
し
て
い
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
、
又
、
青
年
部
の
男
気
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
で
「
芋
男
氣
」
と
名
付
け
ら

れ
、
焼
酎
の
ラ
ベ
ル
に
は
田
岡
石
狩
市
長
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　「
私
た
ち
が
作
っ
た
石
狩
産
の
原
料
を
使
っ
た
焼
酎
で
す
の

で
、
す
ご
く
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
飲
ん
で

頂
い
て
石
狩
の
農
業
を
応
援
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。」
と
増
田
青
年

部
長
。

　ほ
ん
の
り
甘
い
香
り

が
広
が
る
く
せ
の
な
い

す
っ
き
り
と
し
た
飲
み

口
の
焼
酎
は
7
2
0
ml

で
1
，
8
3
6
円
（
税

込
）
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　1
本
か
ら
ご
注
文
を

取
り
ま
と
め
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
購
入
希

望
の
方
は
11
月
18
日
ま

で
に
営
農
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
お
届
け

は
11
月
28
日
以
降
に
な

り
ま
す
。

　9
月
6
日
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
主
催
に
よ
る
無

人
機
「
ド
ロ
ー
ン
」
を
使
っ
て
の
農
薬
散
布

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　最
近
で
は
栽
培
管
理
や
担
い
手
不
足
対
策

と
し
て
農
薬
散
布
な
ど
で
小
回
り
が
利
く
無

人
機
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
活
用
に
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
こ
の
度
（
株
）
コ
ハ
タ
さ
ん

の
ご
協
力
を
頂
き
、
会
議
室
で
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の

さ
つ
ま
い
も
の
試
験
圃
場
に
て
デ
モ
フ
ラ
イ

ト
飛
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
担
当
者
に
最
新
の

情
報
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　10
月
1
日
、
花
川
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
1
9
9
6
年
9
月

1
日
に
石
狩
町
が
道
内
で
34
番
目
の
市

と
な
っ
て
か
ら
今
年
で
20
周
年
を
迎
え

た
事
を
祝
う
「
市
制
施
行
20
周
年
記
念

文
化
イ
ベ
ン
ト
」
（
市
主
催
）
が
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。
石
狩
市
民
約
4
0
0

人
が
出
席
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
新
鮮
で

安
心
な
石
狩
野
菜
の
フ
ァ
ン
で
賑
わ
う

「
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
」
を
開
設
す

る
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境

に
立
ち
向
か
い
果
敢
に
挑
戦
す
る
姿
勢

は
石
狩
の
農
業
に
希
望
と
可
能
性
を
示

し
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
と
い
う
こ
と

で
当
Ｊ
Ａ
が
石
狩
市
よ
り
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

「ドローン」の安定飛行の様子

芋男氣について説明する増田青年部長

Ｊ
Ａ
青
年
部

さ
つ
ま
い
も
焼
酎
「
芋
男
氣
」
発
売

Ｊ
Ａ
青
年
部

ド
ロ
ー
ン
試
験
飛
行
行
う

石
狩
市
市
制
イ
ベ
ン
ト

に
て
表
彰
受
賞

い
も
だ
ん
ぎ



　本
年
6
月
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
た
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
の
保
管
倉
庫
の
修
祓
式

が
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
並
び
に
来
賓
・
工
事
関
係
者
30
名
の
出
席
の
も
と
10
月
21
日
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
の
式
典
は
、
石
狩
八
幡
神
社
の
花
田
宮
司
様
に
よ
る
修
祓
の
神
事
が
執
り
行
わ

れ
た
の
ち
、
施
主
で
あ
る
中
村
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
保
管
倉
庫
が
無
事
竣
工
し
た
こ

と
に
対
す
る
お
礼
と
今
後
の
保
管
倉
庫
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
挨
拶
が
な
さ
れ
、
来
賓

を
代
表
し
田
岡
石
狩
市
長
か
ら
の
ご
祝
辞
を
頂
き
無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　今
回
、
建
設
さ
れ
た
保
管
倉
庫
に
よ
り
、
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
の
仮
保
管
・
貯
蔵
収

容
力
が
向
上
し
、
よ
り
効
率
的
な

運
営
が
出
来
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
次
年
度
の
施
設
稼
働
に
向
け

て
は
保
管
倉
庫
の
有
効
利
用
を
図

り
、
よ
り
的
確
な
乾
燥
・
調
製
作

業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　平成28年10月1日より北海道の最低賃金がこれまでの時間額764円から786円に改正されることか
ら、先般利用者協議会を開催し期間途中ではございますが、下記の通り一部基本時給単価を変更すること
と致しましたので御連絡申し上げます。
　また、28年度からマイナンバー制度の導入により、年末に皆様が記入する源泉徴収票にマイナンバーの
記載が必要になりました。
　パート等を28年中に雇った方はマイナンバーが必要となりますので収集方法などご不明な点がございま
したら営農課までご相談ください。

※ また、8時間を超える作業の場合、それぞれ改正後の時給に210円を加算した時給になります。
※ 平成28年10月1日以降作業分より改正後時給と致します。

・収穫作業（軽量野菜・機械収穫）
・管理作業（防除、選果等） 

・収穫作業（重量野菜）大根、馬鈴薯
・水稲共同防除　　 南瓜等

作業内容 改正後時給現行時給

790 円765 円

840 円815 円

グリーンサポーター事業

「
米
麦
乾
燥
調
製
施
設
「
保
管
倉
庫
」

　
　
　
　
　
　
　
　竣
工
修
祓
式
の
実
施
」

最低賃金の改正に伴うパート賃金の一部変更および
　　　　　　　　　　マイナンバー制度についてお知らせ
最低賃金の改正に伴うパート賃金の一部変更および
　　　　　　　　　　マイナンバー制度についてお知らせ

米麦乾燥調製施設にて竣工修祓式の様子



Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　７
月
に
公
開
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ

Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
５
０
０
０
件
を

突
破
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
が
登
録
す
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
の
数

は
約
１
２
０
０
件
。
地
域
に
よ
っ
て
は
地
元
食
材
を

使
う
飲
食
店
を
登
録
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て

お
り
ま
す
。

　北
海
道
の
農
畜
産
物
が
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
。
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
を
回
っ

て
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
利
用

し
て
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
！
詳
細
は
ア
プ
リ
内
お
知

ら
せ
に
記
載
し
て
お
り
ま

す
。

※
第
１
弾
の
応
募
期
間
は
年

　内
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
「
ホ
ク
レ
ン
パ
ー

ル
ラ
イ
ス

　フ
ァ
ン
感
謝
祭
２
０
１
６
」
を
石
狩
市

の
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
で
開
催
。
「
ご
ち

そ
う
新
米
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
「
米
俵
１
俵

争
奪

　大
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
」
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
で
来
場
者
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　入
場
料
は
全
額
を
石
狩

市
に
寄
付
、
子
育
て
支
援

や
幼
児
教
育
等
次
世
代
育

成
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン

　度
重
な
る
台
風
の
上
陸
・
接
近
に
よ
り
道
内
各
地

で
甚
大
な
農
業
被
害
が
発
生
し
、
８
月
16
日
か
ら
９

月
１
日
の
期
間
の
災
害
が
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
と
協
調
の
う
え
災
害

復
旧
お
よ
び
再
生
産
に
向
け
て
、
農
業
者
へ
の
資
金

供
給
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
今
般
の
農
業
災
害
に

対
応
す
る
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
緊
急
支
援
資
金
の
本
年
度

貸
付
分
に
つ
い
て
、
①
貸
出
条
件
の
拡
充
、
②
借
入

れ
利
息
の
５
年
間
無
利
子
化
、
③
保
証
料
負
担
の
軽

減
を
実
施
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
3
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　10
月
よ
り
Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
加
入

者
向
け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
共
済

く
る
ま
の
ミ
カ
タ
」
が
新
登
場
。

　緊
急
時
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る

レ
ッ
カ
ー
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
要

請
（
※
）
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
画
像
送

信
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　位
置
情
報
が
確
認
可
能
な
こ
と
で
、
事
故
受
付
も

ス
ム
ー
ズ
に
。
詳
し
く
は
、
「
く
る
ま
の
ミ
カ
タ
」

で
検
索
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）
交
通
事
情
、
気
象
状
況

等
や
ご
利
用
の
地
域
に
よ
り
一

部
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道



農協法公布記念日にあたっての組合員・
役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会 

   　　  会　長　飛　田　稔　章
　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され、今年で69年を迎えました。
　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農業生産力の増進」と「農業者の経済的社会的地位の向
上」を図り、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法が制定され、農協が設立されました。
　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」の基本に立ち、相
互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆様の営農と生活の安定並びにより良い地域社会の実現を
目指し、総合事業を展開しながら今日に至っております。
　言うまでもなく、農協法は農協の組織・事業を運営する基本法として極めて重要な役割を担っておりますが、農協法公布記
念日を契機に、組合員・役職員の皆様と改めて協同組合の原点に立ち返り、その意義と役割についての共通認識を深めたい
と考えます。
　まず、協同組合の経済的意義ですが、新自由主義経済の考え方が浸透していく中、東京大学大学院の鈴木宣弘教授が指
摘された「今だけ、金だけ、自分だけ」という傾向が最近強まってきたように思われます。
　このような自分一人の利益を追求するところに協同の目的はありませんが、では協同組合の中に個人の立場、自分一人の利
益はないかといえば、決してそのようなことはなく、皆の利益、協同の利益のために尽くすことが、自分の利益に還ってくる、こ
れが協同活動の経済原理であります。
　つまり協同活動に参画することで、組合員であれば等しく協同の利益に預かることができ、他人を押しのけてでも自分だけ
の特別の利益を得ようとするような理不尽な欲望は協同組合は満たしてくれないということです。協同組合は私欲を満たす
組織ではありません。自分だけの利益指向という非協同の新自由主義経済には、一面自分だけの不利や損害はあり得るので
すが、協同組合にはそのようなリスクを回避あるいは分担できる安全保障機能のあることを再認識すべきと考えます。
　つぎに協同組合の社会的意義としては、協同の力で共存同栄の理想社会を築き上げて行くところにあります。社会が悪い、
経済の仕組みが悪いと嘆くだけでは通用しない組織です。むしろ私たちの協同活動で、その悪い社会や経済の仕組みを改良
して行くのだ、という理想感、責任感に燃えて、『万人は一人のために一人は万人のために』全力を尽くして行くのでなければな
らないと考えます。
　つまり、協同組合の目指すところは、安全かつ平和な公正社会の実現です。しかし、そのような理想を実現するには、協同の
利益とその公平な分配に満足する心の改革が伴わなければなりません。協同組合学習とはそうした心の改革をするための研
鑽と修業することに外ならないのです。
　組合員の皆様には日常の営農と生活の協同活動および協同組合学習を通じ、協同組合の経済的社会的意義と組合員の
役割について今一度熟考して頂ければ有難いと思います。協同組合の組合員であることに誇りと自負が持てる組合員であり
たいものです。
　役職員の皆様は、協同組合運動の率先垂範者として、誰よりもＪＡの運営原則である協同組合理念について正しい理解と
深い洞察がなければならないと考えます。
　協同組合を深く理解する近道は、農協の歴史を知ることです。農協には先人が編纂して頂いた記念誌があると思います。入
植の歴史、冷災害との格闘の歴史、経営危機あるいは成功、目覚ましい成果等、現代の私たちが知ることができない史実が記
述されております。そのような危機等を先人はどのようにして乗り越えて来たのか、我が農協の歴史が全て教えてくれます。　
　役職員の皆様には何よりもまず歴史を学ぶことの重要性を認識して頂き、協同組合の価値を伝える語り部となって頂きた
いと思います。
　新自由主義経済への対抗軸としての協同組合の価値を広く道民に発信し続け、理解と共感を得ることが、永年に亘り先人
が築き上げた地域農業並びに協同組合の基盤をさらに発展させ、後世にしっかりと引き継がれ、持続可能な農業へと繋がる
ものと確信しております。　
　最後になりますが、未曽有の台風災害を被り、復旧は始まったばかりでありますが、今後とも、ＪＡグループ北海道は、組合
員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業と農協の発展に全力でサポートすること
をお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージと致します。



 組合員資格確認のお願い
　当JA定款により、組合員加入申込時の提出書類記載事項に変更があった場合や、組合員資格に変動等が
あった場合は、その旨を届けていただくことになっております。
　つきましては、組合員資格・氏名・住所・電話番号等の届出事項に変更・修正があった場合は、当JA企画
総務部・総務課へお申し出いただきますようお願い致します。

企画総務部インフォメーション

現状販売となりますので、現車確認をお願いします。

2トン貨物の売却について
●トヨタ　ダイナ （平成8年車）　　　　　　  ●車検満了日　平成29年5月29日
●走行距離　83,000km（H.28.10現在）　　 ●スタッドレスタイヤ有り（後輪は、シングルです。）

上記内容で、希望する方は、総務課までご連絡下さい。（TEL 0133-66-3321）
尚、希望者多数の場合は、抽選と致します。

※当組合の地区は、石狩市一円（浜益区・厚田区（聚富川右岸地区を除く）を除く）
　札幌市一円及び当別町字高岡の区域とする。

当組合の組合員資格
 （組合員の資格）
  定款第11条　この組合の組合員は、正組合員及び准組合員とする。

　 正組合員資格
  （１）10アール以上の土地を耕作又は300平方メートル以上の温室（ビニールハウスを含む）を経営する農
　　　　民で、その耕作する土地又は温室若しくは住所がこの組合の地区内にあるもの。
　（２）１年のうち90日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの。
　（３）農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総額
　　　　が３億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内
　　　　にあるもの。

   准組合員資格
  （１）この組合の地区内に住所を有する個人でこの組合の事業を利用することが適当であると認められるも
　　　　の。
  （２）この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続してうけているこの組合の地区内に勤務地
　　　　を有する個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの。　
  （３）この組合から事業に係る物資の供給又は役務の提供を継続してうけているこの組合の地区外に住所を
　　　　有する個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの。



16日

20日

26日

30日

7日

8日

9日

13日

14日

理事会だより

9月のあゆみ

21日

25日

26日

28日

米麦センター保管倉庫修祓式

経営会議

企画会議

定例理事会

4日

5日

13日

20日

10月のあゆみ

第8回定例理事会　～9月16日～ 第9回定例理事会　～10月28日～

◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥

平成28年度 農地評価基準の設定について  
農業者信用力評価基準の導入について  
米穀事業改革推進会議（仮称）の設置について  
出資金の減口について  
規程・要領の新設と一部変更について  
固定資産の取得について 

◆ 報 告 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

管理金融委員会報告
農産物出荷状況等について
内部審査結果報告について
平成29年度新規採用の内定について
平成28年度共済コンプライアンス点検実施報告について
地区別懇談会の日程について
新穀感謝祭の開催について
4地区合同ＪＡ理事研修会の開催について
１日ホクレンの開催について
石狩産業経済功労賞について
石狩市市制施行２０周年記念表彰について
年末年始の営業について
農業委員会総会について 
 

健康保険組合理事会

石狩市防火協会視察研修

内部審査（金融共済課）～１４日

資産運用部会視察～１４日

管理金融委員会

定例理事会

巡回ドック（花畔支店）

直売所出荷者協議会視察研修

年金友の会パークゴルフ大会

石狩地区米対策委員会

石狩市農業委員会作況調査

ＪＡいしかり役員作況調査

経営会議

内部審査（資材・燃料自動車・直売所）～１５日

企画会議

年金相談会（花畔支店）

◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥

第2四半期自治監査結果について 
米麦倉庫建設に係る資金借入について
固定資産の取得・処分について    
ディスクロイジャー誌（半期）の開示について
文書管理規程の一部変更について      
コンプライアンス・マニュアルの一部変更について

◆ 協 議 事 項 ◆
① 地区別懇談会の開催について

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

建設委員会報告   
農産物出荷状況等について
経営定期点検実施報告（半期）について   
正職員の採用について   
平成28年度産地交付金の配分方法について
平成29年度新採用職員の状況について 
寒冷地手当の支給について  

◆ 報 告 事 項 ◆

訃 報 大曲　横山　正三　享年80歳　　平成28年10月2日逝去 謹んでお悔やみ申し上げます。



※写真はイメージです



宮　本　祐　太　郎 さん

○プロフィール

　両親が行っていた家庭菜園を学生の頃より作業
を一緒に手伝っている内、自分で農業を行ってみ
たいという気持ちになり決意しました。

とれのさと（直売所）主体に出荷しています。

就農に至った理由は？

　農地が砂地で小肥力のため、作物が思いど
おりに育たない場合が多いので堆肥等を入れ
土づくりを充実していきます。

就農してみての現在の感想は？Q

Q
　土作りを行いながら収量を上げていくこと
が目標です。
　将来的にはさつまいもなどの加工による６
次産業化を行っていきたい。

将来の目標や予定は？

出 身 地

就 農 前 の 職 業

就農地区と就農年数

札幌市中央区
大学生
石狩市生振　　１年５ヶ月程

Q

栽培作物は？Q
と う も ろ こ し
さ つ ま い も
その他施設野菜

３.５アール
１.０アール
６.５アール



堀　田　一　男 さん

○プロフィール

　以前は、主に農業に関連する作業受託（米麦乾燥
施設作業・麦刈取り作業等）を行っていました。
　そのような中、父親が高齢となったため実家の農
地を引き継ぎ新規一転、気持ちも新たに農業経営を
行うことになりました。

就農に至った理由は？

　就農後まだ経験も浅いためか、自分の考
えている作物の収穫が天候に左右され、遅
れたり収穫が出来なかったりと思ったより
リスクが多いこと。

就農してみての現在の感想は？Q

Q
　野菜の作付けを増やして【特に施設栽培
などを取り入れ】、経営の安定を目指して
いきたい。

将来の目標や予定は？

出 身 地

就 農 前 の 職 業

就農地区と就農年数

石狩市美登位
農業関連の作業受託　
美登位地区　　6ヶ月程

Q

牧 　 草
ブ ロ ッ コ リ ー
さ つ ま い も
大 根
ア ス パ ラ
直売野菜（ハウス）

３４７.７アール
７０.５アール
０.５アール
０.５アール
０.５アール
０.３アール

栽培作物は？Q


